
  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県立聴覚支援学校平校は聴覚に障がいのある３歳から１２歳までの幼児児童が通って

いる学校です。今年度は幼稚部５名、小学部６名、計１１名が学んでいます。 

本校では、地域支援センターのスタッフがお子様のきこえやことばについての教育相談を行

ったり、地域における聴覚障がい教育の専門機関として学習会や研修会を開催したりしていま

す。多くの方々に気軽にご利用いただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。  

最新の情報は、Note もしくはホームページを閲覧ください。 分校長 大和田 浩 

 

福島県立聴覚支援学校平校 

福島県立聴覚支援学校平校 

地域支援センター通信 №１  

令和５年７月１４日発行 

「地域支援センターみみらんどいわき」は、

福島県立聴覚支援学校平校内にあります。

きこえやことばに心配がある乳幼児・児童・

生徒への支援を目的に設置された地域支援

センターです。 

 

地域支援センターみみらんどいわきの事業紹介 

 

聴覚支援学校平校の紹介 浜通りで唯一の聴覚に障がいがある子どもの専門教育を行う学校です。 

幼稚部 幼稚部は、日々の生活のなかでいろいろな体験を通して、「ことば」と「心」を育

てています。季節に応じた活動や近隣の保育園との交流活動などを通して、友達や先生と「こ

とば」を使ったやりとりをしています。この春はちょうちょやダンゴムシに夢中！夏は水遊

びで満喫しています。 

    
小学部 小学部は、小学校に準ずる教育課程と個々の子どもの力に応じた教育課程があ

り、手話・日本語でのやりとりを大切にし、一人ひとりのニーズに応じた学習を進めていま

す。仲間とともに、よりよい学校生活を目指すために、学年の枠を超えた合同学習や児童会

活動などの様々な活動に取り組んだりしています。 

教育相談  
☆お子さん（保護者の方）に来校していただき、きこ

えやことばについての相談に応じます。 

みみちゃん教室 

☆０歳から就学前のお子さんと保護者 

の方に来校していただき、親子での楽 

しい活動を通して人とのかかわりやことばへの興味

関心を育みます。幼稚園、保育所、こども園などに通

っているお子さんも利用しています。 

お話サロン  

☆きこえない・きこえにくいお子   

さんの保護者の方同士で、お話し 

する会です。保護者のみなさんの 

つながりをもつ場にもなっています。 

小・中学校のお子さんへの支援 

☆地域の小・中学校に在籍するお子さんとその 

保護者の方に、情報交換の場を作ります。きこえな

い先輩の話を聞いたり、手話を学んだりします。 

 

 

みみらんど・いわき学習会 

☆保護者の方や地域の幼稚園・保育所 

・こども園・小・中学校、高校の先生方、 

保健・福祉関係者を対象とした学習会です。 

出かける支援 

☆地域の幼稚園、保育園、こども園、各学校等を訪

問し、きこえない・きこえにくいのお子さんを担当

している先生方を支援します。 
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～お話サロンを実施しました～ 

１学期は、平校保護者や教育相談保護者を対象とした「お話サロン」を３回

開催しました。「福祉サービスについて」、「子どものことについて話そう」、「補

聴器や人工内耳のお手入れについて」の内容でした。 

 ２学期も、保護者の方への情報提供や情報交換の場となるようにお話サロン

を続けていきたいと思います。 

日 時：６月２０日（火） 

講 師：宮城教育大学 教授 菅井 裕行先生 

テーマ：「乳幼児期から大切にしたいかかわり合いについて」 

 

保護者や保健師、保育士、県内の特別支援学校の教員など様々な職種の方々に向けて、親子の通じ合いや

コミュニケーションについて、ご講演いただきました。また、平校の幼児児童の学校生活の様子を見ていた

だいた後、保護者を対象とした「お話サロン」で、ことばの育ちについて一人ひとりに丁寧なご助言をいた

だきました。 

講演では、難聴への気付きや就学までに身につけておきたい力、ことばの働きなどについて話がありまし

た。その中で、特に、感覚や情動、関心の共有・共感による親子の通じ合いや、（焦るけど教え込まず）人と

のコミュニケーション関係の中でことばを育てていくなどの早期支援のあり方について、参加者から大きな

反響がありました。 

講演の最後には、「聞こえなくても、ちゃんと大人になる。」「子育てを一人で背負う時代は終わった。まだ

まだ不十分な世の中だけど、仲間はいる。」など安心して子育てに取り組むことができるための温かい言葉を

いただきました。 

みみらんど・いわき学習会 

きこえやことばに関して気になることがありましたら、お気軽に連絡してください。 

～今後のお話サロン予定～ 
 

・ことばの育ちとかかわりについて ９月７日（木） 講師：平校教員 

 

・子どものことについて話そう   １０月４日（水）  

講師：松本末男氏  

 

・サポートブックについて     １１月２４日（金） 講師：平校教員 

 

・先輩のお母さんの話を聞こう   １月１５日（月） 講師：平校卒業生保護者 
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